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No.78問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.102

11月の粗大ごみの日は28日（月）です。当日の朝、総合体育館駐車場に出してください。
粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出しましょう。

イベントのお知らせ ※原則申し込み不要

今月のおすすめ本

◦おはなし会

◦大人のための映画会 ◦ふくらすずめ第3回朗読会 陽だまりカフェ

　おはなし、手遊び、絵本などをお
楽しみください。

　和菓子屋の再建を目指す、訳あり一家の人間模様を
描いた作品です。ぜひご来場ください。

　「朗読サークル ふくらすずめ」の第3回朗読会です。
どうぞお気軽におこしください。

日時　11月5日（土）午前11時～
対象　幼児～小学生低学年
場所　図書館・幼児コーナー

日時　11月9日（水）午後2時～
開場　午後1時45分　上映時間：104分
場所　図書館・視聴覚室

日時　11月18日（金）午後1時30分～
開場　午後1時15分
場所　図書館・視聴覚室
出演　昭和町朗読サークル・ふくらすずめ

◦0,1,2…歳児のおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽しみ
ください。
日時　11月17日（木）午前11時～
対象　0,1,2歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー

◦おはなし探検隊
　おはなし、絵本、そして工作も用
意しています。
日時　11月26日（土）午後2時～
対象　小学生
場所　図書館・視聴覚室
 ※事前にお申し込みください

『女王さまのぼうし』 『名探偵の掟』『女の子の昔話
』

スティーブ・アントニー /作　せなあいこ/訳
評論社

中脇初枝/再話
偕成社

東野圭吾/作
講談社文庫

　おでかけしていた女
じょおう

王さまのぼ
うしが、風

かぜ

にとばされてしまいま
した！さあ、女

じょおう

王さまといっしょ
に、ぼうしをおいかけながら、ロン
ドンのあちらこちらをめぐりま
しょう。ユーモアたっぷりの、楽

たの

し
い絵

え ほ ん

本です。

　日本の昔話の中から、女の子が
活躍する20話が集められていま
す。各地で語りつがれてきた、ここ
ろ優しくたくましい、女の子達の
おはなしをご家族みんなでお楽し
みください。

　名探偵・天
て ん か い ち

下一大
だ い ご ろ う

五郎が挑む、
12の難事件。しかし、そこは『本格
推理小説』の“お約束”が通じない
世界だった？！
　推理小説を多数手掛ける東野圭
吾による、笑いも推理も楽しめる
短編小説集です。

日本につたわるとっておきのおはなし

◦11月の休館日
  3日 （木・祝日）、7日 （月）
14日 （月）、21日（月）
23日 （水・祝日）、28日（月）
30日 （水・月末整理日）

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
を
お
持
ち
の
方
で
、具
体
的
な
農
地
転
用

に
係
る
事
業
計
画
が
あ
る
方
の
、「
農
振
農
用
地
区
域
除
外
申
出
書
」の

受
付
を
行
い
ま
す
。

　

除
外
に
は
、農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
除
外
要

件
を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
、申
出
書
の
提
出
が
あ
っ
て
も
除
外
に
な

ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、農
政
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
は
、町
内
22
箇
所
で
井
戸
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
地
下

水
の
水
質
を
検
査
し
ま
し
た
。結
果
、町
内
の
３
箇
所
か
ら
水
質
基
準
に

不
適
合
と
の
判
定
が
出
さ
れ
ま
し
た
。各
地
区
の
調
査
状
況
は
表
の
と
お

り
で
す
。汚
染
物
質
の
検
出
さ
れ
た
井
戸
は
、引
き
続
き
検
査
を
行
う
予

定
で
す
。対
象
と
な
る
世
帯
の
皆
様
に
は
、調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
13
項
目
　（
平
成
26
年
か
ら
亜
硝
酸
態
窒
素
を
追
加
）

　

一
般
細
菌
、有
機
物
等
、大
腸
菌
群
、Ｐ
Ｈ
値
、硝
酸
性
及
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、

味
、鉄
及
び
そ
の
他
の
化
合
物
、臭
気
、塩
素
イ
オ
ン
、色
度
、カ
ル
シ
ウ
ム
・

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等（
硬
度
）、濁
度
、亜
硝
酸
態
窒
素

◎
有
機
化
合
物

　

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

　

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

　

農
地
法
に
基
づ
き
、農
業
委
員
会
が
農
地
所
有
者
に
対
し
て
、農
地
中

間
管
理
機
構
と
協
議
す
べ
き
事
を
勧
告
し
た
農
業
振
興
地
域
内
の
遊
休

農
地
を
対
象
に
、固
定
資
産
税
の
課
税
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
協
議
の
勧
告
が
行
わ
れ
る
の
は
、機
構
へ
の
貸
付
け
の
意
思
を
表

明
せ
ず
、自
ら
耕
作
の
再
開
も
行
わ
な
い
等
、遊
休
農
地
を
放
置
し
て
い

る
場
合
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

22
箇
所
の
井
戸
を
検
査
し
、３
箇
所
が
不
適
合

受
付
期
間　
11
月
１
日（
火
）
〜
30
日（
水
）

受
付
場
所　
環
境
経
済
課　
農
政
振
興
係（
役
場
２
階
）

課
税
強
化　
農
地
の
評
価
額
が
1
・
8
倍
に
な
り
ま
す

実
施
時
期　
平
成
29
年
1
月
1
日
時
点
で
、勧
告
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合（
平

　
　
　
　
　
成
29
年
度
か
ら
実
施
）

農
振
農
用
地
区
域
除
外
申
出
書
の

受
付

遊
休
農
地
の
固
定
資
産
税
課
税
強
化

に
つ
い
て

地
下
水
水
質
検
査
の
結
果

　

●
●

検
査
項
目
●
●

水質検査結果

平成28年7月13日実施 （単位：件）

検　査
箇所数

水質基準
不 適 合

西 条 一 区 3 -

西 条 二 区 2 -

清 水 新 居 1 -

西 条 新 田 2 1

押　　　越 3 -

河 東 中 島 1 -

紙 漉 阿 原 1 1

築 地 新 居 4 1

飯　　　喰 1 -

河　　　西 1 -

上　河　東 3 -

上河東二区 - -

合　　　計 22 3
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

…シリーズ
その143国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　〒 409-3864 昭和町押越 616　☎ 275-0640  FAX 275-6497
　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL  http://www.town.showa.yamanashi.jp/other/syakyou/index.html

－社協だより－
　　　　　 まごころ   第 231号

年収が130万以上になった。
又は配偶者が退職し
第１号被保険者になった。

日　
　
時	

12
月
11
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
頃
ま
で

受　
　
付	

午
後
１
時
〜

場　
　
所	

昭
和
町
総
合
会
館 

２
階 

軽
運
動
室

	

※
非
会
員
の
ご
家
庭
は
、当
日
、今
年
度
会
費
と
し
て

	

　
１
家
庭
5
0
0
円
を
集
金
し
ま
す

締
め
切
り……………	

11
月
18
日（
金
）　

申
し
込
み　
　
昭
和
町
母
子
寡
婦
福
祉
会　
事
務
局（
☎
2
7
5–

0
6
4
0
）

　

昭
和
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、中
央
市
・
甲
斐
市
の
老
人
ク
ラ

ブ
と
共
催
で
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
作
品
展
は
、知
識
や
経
験
等
を

活
か
し
活
動
し
て
き
た
日
頃
の
成
果

を
晴
れ
の
舞
台
で
発
表
す
る
こ
と
に

よ
り
、よ
り
一
層
の
高
齢
者
福
祉
と
生

涯
学
習
の
推
進
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
の
作
品
を
披

露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。い
き
が
い
ク
ラ

ブ
会
員
以
外
の
方
で
も
出
品
で
き
ま

す
。多
く
の
皆
様
の
力
作
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

『
第
44
回
峡
中
地
区
高
齢
者
作
品
展
』作
品
募
集

作
品
展
開
催
日

　
平
成
29
年
１
月
27
日（
金
）〜
１
月
29
日（
日
）

　
３
日
間

展
示
会
場　
総
合
会
館　
２
階　
軽
運
動
室

対
象
者

　

①
昭
和
町
在
住
の
来
年
度
満
60
歳
以
上
の

方（
昭
和
33
年
４
月
１
日
以
前
に
お
生
ま
れ

の
方
）

　
②
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

出
品
種
目

　
・
日
本
画

　
・
洋
画

　
・
彫
刻（
彫
塑
含
む
）

　
・
工
芸（
手
芸
・
陶
芸
含
む
）

　
・
書

　
・
写
真

　
・
文
芸（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
に
限
る
）

応
募
締
め
切
り　
12
月
22
日（
木
）

そ
の
他

　

平
成
29
年
度「
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
作
品
展
」

の
峡
中
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
展
す
る

作
品
の
選
考
を
兼
ね
て
実
施
し
ま
す

　
（
た
だ
し
文
芸
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
い
き

が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま

す
。ダ
ン
ボ
読
み
聞
か
せ
の
会
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
と
、親
子
一
緒
に
楽
し

め
る
ゲ
ー
ム
、サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
素
敵
な
贈
り
物
も
あ
り
ま
す
。会
員
以

外
で
、母
子
・
父
子
家
庭
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。ク
リ
ス
マ
ス
の
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
み
ん
な
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〜
昭
和
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
〜

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」 開
催

こ
ん
な
時
に
は
届
け
出
を

夜
間
に
休
日
…

   

知
っ
て
い
て
便
利
な
年
金
の
問
い
合
わ
せ
先

年
金
事
務
所
は
ど
こ
に
あ
る
？

　

年
金
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
は
、役
場
町
民
窓
口
課
や
竜
王
年
金
事
務
所

で
承
っ
て
い
ま
す
が
、日
中
お
仕
事
等
で
忙
し
く
、夜
間
や
休
日
し
か
時
間
が

な
い
場
合
に
は
、是
非
、こ
ち
ら
の
問
い
合
わ
せ
先
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

年
金
事
務
所
で
は
、年
金
に

つ
い
て
の
質
問
や
各
種
申
請
が

出
来
ま
す
。年
金
手
帳
の
再
交

付
や
納
付
書
の
発
行
は
即
日
出

来
ま
す
。（
免
許
証
等
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）昭
和
町
を
担

当
す
る
年
金
事
務
所
は
、竜
王

年
金
事
務
所
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
の
種
別
が
変
更
に
な
っ
た
り
、住
所
が
変
わ
っ
た
り
し
た

ら
、年
金
記
録
を
つ
な
ぐ
た
め
に
も
、忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。必
要

な
書
類
は
届
け
出
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
第
１
号
国
民
年
金
へ
の
加
入
を
役
場
で
手
続
き
を
す
る
場
合
、資
格
喪
失
日
が
わ

か
る
書
類
が
必
要
で
す
。国
民
健
康
保
険
の
加
入
の
手
続
き
に
も
必
要
と
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者

第
３
号
被
保
険
者

自
営
業
、

　
学
生
等
の
方
が
…

会
社
員
、

　
公
務
員
等
の
方
が
…

会
社
員
、公
務
員
等
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の

方
が
…

第２号被保険者になります。
新しい勤務先へ届けてくださ
い。

第１号被保険者になります。
役場町民窓口課へ届けてくだ
さい。

第３号被保険者になります。
配偶者の勤務先へ届けてく
ださい。

第３号被保険者になりま
す。配偶者の勤務先へ届け
てください。

第２号被保険者になりま
す。新しい勤務先へ届けて
ください。

会社員や公務員になった

退職した

年収が130万以上になった。
又は配偶者が退職し
第１号被保険者になった。

会社員や公務員と結婚し
扶養されるようになった

結婚し第２号被保険者
の配偶者に扶養される
ようになったとき

会社や公務員になった

第１号被保険者になります。
役場町民窓口課へ届けてくだ
さい。
※ 退職から、月をまたがずに、次の

職場にお勤めになる場合はその
まま、第２号被保険者ですので、
新しい職場に届けてください。

●一般の年金相談は…
ねんきんダイヤル
0570-05-1165
○ 月曜日（祭日の場合は火）　
　午前8時30分～午後7時
○ 火～金曜日　
　午前8時30分～午後5時15分
○ 第2土曜日　
　午前9時30分～午後4時
※祝日・年末年始は利用できません。

●年金定期便・ねんきんネットの
……お問い合わせは…

年金定期便専用ダイヤル
（☎ 0570-058-555）

○ 月～金曜日　
 午前9時～午後7時
○ 第2土曜日　
 午前9時～午後5時
※祝日・年末年始は利用できません。

竜王駅
竜王年金
事務所

至甲府

竜王駅前

竜王駅入口

美術館通り（国道52号）

甲府バイパス（国道20号）

〒
竜王郵便局

竜王年金事務所

※上記の番号を利用される場合は、年金
手帳等、基礎年金番号が記載されてい
る物があると便利です。

住所　甲斐市名取347-3
電話　278-1100

11月の予定 （時間・場所等は、社協までお問い合せください）

11月1日、 8日
  10日、24日 運動指導事業（健康体操教室）

11月 4日（金） 第35回福祉ゲートボール大会
11月 8日（火） 築地新居いきいきふれあいサロン
11月13日（日） 町結婚相談所主催「ふれあいパーティー」
11月15日（火） 西条一区いきいきふれあいサロン

11月16日（水）
スマイルサロン西条新田
ボランティアサロンコーディネーター講習会

（担当　女性防災ネット昭和）
11月17日（木） いきいきふれあいサロン上河東
11月18日（金） ふれあいサロンクローバー（西条二区）
11月19日（土） 飯喰ふれあいサロン
11月20日（日） 第37回昭和町福祉まつり
11月21日（月） いきいきふれあいサロン河西
11月25日（金） ふれあいサロンしみず
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No.114
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

…

女
性
活
躍
推
進
法

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会　
委
員　
玉
川
秀
城
（
築
地
新
居
）

No.145

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

女
性
活
躍
推
進
法
が
国
会
で
成
立
さ
れ

て
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お

け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
で
す
。

働
く
場
面
で
活
躍
し
た
い
と
い
う
希
望
を

持
つ
す
べ
て
の
女
性
が
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、
民
間

企
業
の
事
業
主
は
、
女
性
の
活
躍
推
進
に

向
け
た
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
特
定
事

業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
公
表
や
、
女
性

の
職
業
選
択
に
資
す
る
情
報
の
公
表
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
た
だ
し
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
が
３
０
０

人
以
下
の
民
間
企
業
や
団
体
等
に
あ
っ
て
は

努
力
義
務
）

　

女
性
活
躍
推
進
法
に
は
、
男
性
も
含
め

た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
見
直

し
や
、
子
育
て
支
援
、
女
性
本
人
の
意
思

に
基
づ
い
た
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
な
幅

広
い
取
り
組
み
が
多
数
あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
い
ろ
い
ろ
な
人
材
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き

方
等
、
女
性
が
希
望
に
応
じ
た
職
場
環
境

の
中
で
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
の

実
現
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
女
性
の
活
躍
の
場
が

ど
の
よ
う
に
広
が
る
か
、
注
視
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　
「
陳
旧
性
顔
面
神
経
麻
痺
」

と
は
顔
面
神
経
麻
痺
の
後
遺
症

が
残
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
顔

面
神
経
麻
痺
の
発
症
か
ら
長
い

期
間
が
経
っ
て
、
も
う
こ
れ
以

上
の
改
善
が
見
込
め
な
い
状
態
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、「
顔
面
神
経
麻
痺
」
と
い
う
病
気

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 

顔
に
は
、
目
を
閉
じ

た
り
、
眉ま
ゆ
げ毛
を
挙
げ
た
り
、
泣
い
た
り
笑
っ
た

り
、
表
情
を
作
る
た
め
の
筋
が
あ
り
ま
す
。
ど

れ
も
小
さ
な
筋
な
の
で
す
が
、前
頭
筋
、眼
輪
筋
、

口
輪
筋
…
な
ど
、
名
前
の
つ
い
て
い
る
も
の
だ

け
で
左
右
約
20
対
あ
り
ま
す
。
ま
と
め
て
表
情

筋
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
顔
面
神
経
に
よ

っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル

ス
感
染
や
脳の
う
し
ゅ
よ
う

腫
瘍
、
け
が
な
ど
で
こ
の
顔
面
神

経
が
傷
害
さ
れ
る
と
表
情
筋
が
動
か
せ
な
く
な

り
麻
痺
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
が
、
顔
面
神
経
麻

痺
で
す
。
発
症
直
後
の
状
態
は
急
性
顔
面
神
経

麻
痺
と
呼
ば
れ
、
原
因
に
よ
っ
て
神
経
内
科
や

耳
鼻
科
で
治
療
が
施
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
ウ
イ

ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
ベ
ル
麻

痺
や
ハ
ン
ト
症
候
群
な
ど
で
は
、
早
期
に
適
切

な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
か
な
り
治
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
完
全
に
も
と
に
戻
る
こ
と
は
少
な

く
、
何
ら
か
の
症
状
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
一
般
に
一
年
以
上
経
過
し
て
も
治

ら
ず
残
っ
て
い
る
症
状
を
陳
旧
性
顔
面
神
経
麻

痺
の
症
状
と
判
断
し
ま
す
。

　

眉
毛
が
下
が
っ
て
い
る
（
上
げ
ら
れ
な
い
）、

目
が
閉
じ
ら
れ
な
い
（
閉
じ
に
く
い
）、
上
の
方

が
見
づ
ら
い
、
口こ
う
か
く角

（
く
ち
も
と
）
が
下
が
っ

て
い
る
、
笑
う
と
左
右
の
顔
の
違
い
が
目
立
つ
、

目
を
閉
じ
る
と
口
元
が
動
く
、
逆
に
食
事
中
な

ど
に
目
が
閉
じ
て
し
ま
う
、
な
ど
な
ど
。
症
状

は
目
立
つ
も
の
か
ら
軽
微
な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
に
手
術
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
つ
か
っ
て
対
処
す
る
の
が
、
形
成
外
科
の

治
療
で
す
。

　

目
を
閉
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
、
も
の
を
見

や
す
く
す
る
、
下
ま
ぶ
た
の
外
反
を
治
す
な
ど

の
機
能
的
改
善
を
目
的
と
し
た
治
療
か
ら
、
曲

が
っ
て
し
ま
っ
た
顔
面
の
左
右
バ
ラ
ン
ス
を
良

く
し
た
り
、
か
え
っ
て
目
立
っ
て
し
ま
っ
た
し

わ
を
目
立
た
な
く
し
た
り
す
る
な
ど
の
整
容
的

改
善
を
目
的
と
し
た
治
療
ま
で
、
色
々
な
手
術

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

顔
面
神
経
麻
痺
の
治
療
は
、
急
性
期
の
治
療

に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
急
性
期
治

療
の
後
に
、
ま
だ
形
成
外
科
で
の
治
療
の
余
地

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
治
っ
た
と
判
断
さ

れ
た
り
、
も
う
治
療
方
法
は
な
い
と
い
わ
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
陳
旧
性
顔
面
神
経
麻
痺
の
症
状

が
治
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

陳
旧
性
顔
面
神
経
麻
痺
と
い
う
疾
患
を
知
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
気
軽
に
形
成
外
科

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

陳ち
ん
き
ゅ
う
せ
い
が
ん
め
ん
し
ん
け
い
ま
ひ

旧
性
顔
面
神
経
麻
痺
に
つ
い
て

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
形
成
外
科　
准
教
授　
百
澤
明

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　山梨県警察では、各種相談窓口を設置し、県民から
の相談に応じています。
　特に、11 月は「被害者支援活動等に関する広報月間」
と定め、不幸にして犯罪被害に遭われた方や家族等の
被害者支援の活動の広報活動に積極的に取り組んでい
ます。ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

　道路を横断中のお年寄りが車に跳ねら
れ、亡くなる事故が毎年多く発生してい
ます。特に、夕暮れ時や夜間、横断歩道
以外の場所を横断中に被害に遭うケース
が多く見られます。

車両の運転者には、「横断歩行者を保護」する
義務があります。歩行者優先に徹し、横断歩
道に注意してください。
　◎横断歩道の手前では徐行する！
　◎横断歩道では一時停止

ドライバーは、意外と前を見ていないことがあ
ります。車が気づいて止まってくれるとは限り
ません。
　◎道路を横断するときは横断歩道を渡る
　◎反射材を身に付けて存在をアピール
　　しましょう。

県警に何でも相談ください 横断歩行中の事故防止

犯罪被害者のための相談窓口

ドライバーの皆さん

歩行者の皆さん

　◎南甲府警察署警察安全相談所 …………… ☎ 243-0110
　◎山梨県犯罪被害者等総合支援窓口………… ☎ 223-4180
　◎警察総合相談室… ☎ 233-9110 又は ☎ FAX.224-5110
　◎性暴力 110 番 ………………………… ☎ FAX.224-5110
　◎ヤングテレホン………………………… ☎ FAX.235-4444
　◎被害者支援センターやまなし……………… ☎ 228-8622
　※窓口の電話等受付
　　平日午前 8 時 30 分～午後 5 時（FAX は 24 時間）
　※被害者支援センターのみ
　　平日午前 10 時～午後 4 時

　9 月の愛育会正副班長会議では、「女性防災ネット昭和」
の広瀬はるみさんによるミニ研修を行いました。テーマ
は『今日からできる防災』です。
　東海地震は 30 年以内に起こる確率が 88％といわれて
いますが、昭和町は液状化の危険もあり忘れられた被災
地になる可能性が高く、日頃からの備えが必要であるこ
と、防災対策で最も重要なことは、自助努力による対策
であるとのお話がありました。（関連記事 23 頁 防災一口メモ）

　日頃からの愛育活動の声かけが、災害時など、もし
もの時にお互いに助け合う大きな力になることを改
めて感じる研修となりました。

①避難訓練などで災害時に
　自分で判断する力を身につける
②声を出す（助けを呼ぶ）
③防災・減災対策をする

そのための3つのポイント！備蓄についてのポイント！

備えあれば憂いなし！ 各家庭でできる防災対策

自宅を
避難所に

ガラス飛散
防止

備 蓄
（水・食品・日用品

など）

包丁は凶器
（シンクの中へ） 家族での

話し合い

家具転倒
防止

大
人
も

子どもも自分を守るた
めの

行
動
を！

〜自助とは自分の命を守ること〜

　水・食料品・日用品に加えて黒いビニー
ル袋を入れておくと便利！写真のように
首・手が出るところに切り込みを入れる
と、防寒・着替えに役立ちます。
　備蓄品は使ったら買い足す「ローリン
グストック法」の習慣をつけましょう。
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考
古
資
料
な
ど
を
手
が
か
り
に
町

の
歴
史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
１
回
の

み
の
参
加
も
可
能
で
す
。受
講
無
料
。

開
催
日
・
講
座
名

◦
11
月
10
日
（
木
）
み
の
ぶ
道

◦
11
月
28
日
（
月
）
か
す
み
堤

◦
12
月
７
日
（
水
）
地
方
病
と
杉
浦

醫
院

◦
１
月
19
日
（
木
）
武
田
氏
の
家
臣

‐
石
原
氏
と
曲
淵
氏

◦
２
月
７
日
（
火
）
築
地
新
居
の
飛

行
場

時
間　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館　
第
２
会
議
室

定
員　
各
回
30
名

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

日
時　
11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
ぴ
ゅ
あ
総
合

　
（
甲
府
市
朝
気
一
丁
目
２
番
２
号
）

演
題　
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
病
態
と
診

断
ほ
か

総
合
司
会
・
講
師

　
山
梨
大
学
医
学
部　
リ
ウ
マ
チ
膠

原
病
セ
ン
タ
ー
長　
ほ
か

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
大
学
医
学
部　
整
形
外
科

　
　
　
　
（
☎
２
７
３
‐
６
７
８
８
）

　
「
人
と
環
境
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ
」

は
〝
で
き
る
ひ
と
が
で
き
る
と
き
に

で
き
る
こ
と
を
〟
を
合
言
葉
に
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
自
主
団
体
で

す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
、
環
境
に
つ

い
て
素
敵
な
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
12
月
３
日
（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

出
演　
甲
斐
市
敷
島
吹
奏
楽
団

　
　
　
押
原
中
学
校
吹
奏
楽
部

問
い
合
わ
せ

　
人
と
環
境
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ
事

務
局
（
役
場
福
祉
課
内
）

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

日
時　
11
月
６
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所

　
山
梨
大
学
医
学
部　
臨
床
講
義
棟

（
中
央
市
下
河
東
１
１
１
０
）

テ
ー
マ　
認
知
症
に
備
え
る

演
題

　
◦
認
知
症
を
理
解
す
る

　
◦
認
知
症
を
予
防
し
、
治
療
す
る

　
◦
認
知
症
の
介
護
と
サ
ー
ビ
ス

講
師　
山
梨
大
学
医
学
部　
精
神
神

経
医
学
講
座　
准
教
授
ほ
か

問
い
合
わ
せ　
山
梨
大
学　
学
務
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
３
‐
９
３
４
６
）

　
男
性
を
対
象
に
し
た
無
料
の
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生
以
上

の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
な
ど
、
ペ

ア
参
加
も
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
10
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
（
受
付　
午
前
９
時
45
分
）

場
所　
総
合
会
館　

２
階　
調
理
室

献
立　
巻
き
寿
司
、
筑
前
煮
ほ
か

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

締
め
切
り　
12
月
２
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
甲
府
刑
務
所
・
甲
府
少
年
鑑
別
所

で
は
、
矯
正
行
政
に
つ
い
て
住
民
の

皆
様
に
広
く
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

「
甲
府
刑
務
所
矯
正
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　
11
月
23
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
甲
府
刑
務
所

　
　
　
（
甲
府
市
堀
之
内
町
５
０
０
）

内
容　
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即

売
、
施
設
見
学
、
イ
ベ
ン
ト
ほ
か

問
い
合
わ
せ　
甲
府
刑
務
所

　
　
　
　
（
☎
２
４
１
‐
８
３
１
１
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

INFORMATION CORNER  
暮
ら
し
の
情
報

　
自
主
サ
ー
ク
ル
は
、
総
合
会
館
で

開
催
の
「
い
き
い
き
講
座
」
を
き
っ

か
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
自
主

的
に
楽
し
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。
サ
ー
ク
ル
で
は
、
新
し
い
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
秋
か
ら

一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

な
お
、
各
サ
ー
ク
ル
で
は
月
額

５
０
０
円
か
ら
数
千
円
の
会
費
が
か

か
り
ま
す
。
会
費
や
活
動
日
程
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
見
学
や
体
験
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◎
３
Ｂ
体
操

　
３
つ
の
道
具
を
使
っ
た
リ
ズ
ム
体

操
（
３
Ｂ
体
操
）
を
楽
し
み
ま
す
。

・
活
動　
月
４
回
金
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時

◎
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
誰
で
も
楽
し
く
踊
れ
、
仲
間
と
の

一
体
感
が
生
ま
れ
る
ダ
ン
ス
で
す
。

・
活
動　
月
４
回
土
曜
日

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◎
手
編
み
サ
ー
ク
ル

　
手
編
み
物
作
り
を
楽
し
み
ま
す
。

・
活
動　
毎
月
第
１・
３
火
曜
日

　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

◎
リ
メ
ー
ク
サ
ー
ク
ル 

ラ
ベ
ン

ダ
ー
ク
ラ
ブ

　
家
庭
に
あ
る
布
を
使
っ
た
細
工
物

作
り
を
楽
し
み
ま
す
。

・
活
動　
毎
月
第
２・
４
水
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

◎
小
筆
教
室

　
「
玄
遠
」
の
本
を
教
材
に
毛
筆
文

字
を
楽
し
み
ま
す
。

・
活
動　
毎
月
第
２・
４
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
８
時
～
９
時
30
分

◎
絵
手
紙
研
究
会

　
身
近
な
も
の
を
題
材
に
葉
書
に
絵

を
描
く
、
絵
手
紙
を
楽
し
み
ま
す
。

・
活
動　
毎
月
第
２
月
曜
日

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◎
フ
ラ
ダ
ン
ス
〝
ウ
キ
ウ
キ 

レ
イ 

ア
ロ
ハ
〟

　
癒
し
の
音
楽
で
踊
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
い
ま
す
。

・
活
動　
毎
月
第
２・
４
火
曜
日

　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

◎
じ
ょ
い 
そ
ー
ら
ん
〝
舞
ほ
た
る
〟

　
鳴
子
踊
り
を
楽
し
み
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
い
ま
す
。

・
活
動　
月
４
回
月
曜
日

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

◎
昭
和
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

　
楽
し
い
ゲ
ー
ム
感
覚
の
ス
ク
エ
ア

ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
す
。

・
活
動　
月
４
回
水
曜
日

　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時
30
分

◎
手
話
サ
ー
ク
ル
〝
ほ
た
る
会
″

　
手
話
を
学
び
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
す
。

・
活
動　
毎
月
第
１・
３
火
曜
日

　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

◎
ダ
ン
ボ
読
み
聞
か
せ
の
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
楽
し
み
ま
す
。

・
活
動　
毎
月
第
２・
４
月
曜
日

　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

◎
自
彊
術

　
体
の
機
能
を
高
め
自
然
治
癒
力
を

強
化
す
る
体
操
で
健
康
づ
く
り
。

・
活
動　
月
４
回
月
曜
日　
午
前
10

時
～
11
時
30
分
ま
た
は
金
曜
日

午
後
８
時
～
９
時
30
分

◎
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ

　
転
写
シ
ー
ル
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
磁
食
器
作
り
を
楽
し
み
ま
す
。

・
活
動　
月
１
回
水
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

◎
韓
国
文
化
研
究
会

　
ハ
ン
グ
ル
語
に
触
れ
、
韓
国
の
文

化
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

・
活
動　
毎
月
第
３
木
曜
日

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

◎
料
理
教
室

　
季
節
の
お
料
理
作
り
を
楽
し
み
ま

す
。

・
日
時　
月
１
回

　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

◎
ク
ラ
フ
ト
会

　
ク
ラ
フ
ト
ひ
も
を
編
ん
で
バ
ッ
グ

や
小
物
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
す
。

・
活
動　
毎
月
第
１・
３
木
曜
日

　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト 

し
ょ
う
わ
（
☎
２
７
５
‐
８
１
１
５
）

　
親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
無
料
。

日
時　
11
月
21
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
常
永
児
童
館

対
象　
町
内
在
住
の
乳
幼
児
親
子

定
員　
親
子
20
組
（
先
着
順
）

講
師　
帝
京
学
園
短
期
大
学

　
　
　
　
教
授　
藤
巻
真
由
美 

氏

受
付
期
間

　
11
月
７
日
（
月
）
～
11
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
常
永
児
童
館

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
３
５
８
）

　
文
化
の
秋
。
昭
和
町
文
化
協
会
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◎
絵
画
教
室

・
日
時　
11
月
11
日
～
12
月
２
日

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30

　
　
　
　
分
（
各
金
曜
日
、全
４
回
）

・
場
所　
中
央
公
民
館　
会
議
室

・
講
師　
横
森
喜
鴻 

氏

・持
ち
物　
鉛
筆（
４
Ｂ
）、絵
具（
水

彩
・
ク
レ
パ
ス
・
墨
汁
な
ど
自

由
）、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

◎
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

・
日
時　
11
月
26
日
～
12
月
17
日

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
　
　
　
（
各
土
曜
日
、
全
４
回
）

・
場
所　
中
央
公
民
館　
講
堂

・
講
師　
長
沢
富
子 

氏

・
服
装　
動
き
や
す
い
服
装

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

※
13
頁
に
関
連
記
事
あ
り

　

認
知
症
へ
の
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
応

援
者
で
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
。

　
今
回
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

養
成
講
座
で
学
ん
だ
知
識
を
復
習
し

た
り
、
さ
ら
に
深
く
学
べ
る
機
会
と

し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

［
夜
の
部
］
11
月
17
日
（
木
）

　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

　
　
（
受
付　
７
時
15
分
～
）

［
昼
の
部
］
11
月
30
日
（
水
）

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
　
（
受
付　
１
時
45
分
～
）

　
※
昼
・
夜
と
も
同
一
内
容
で
す

場
所　

総
合
会
館　

２
階　

相
談

室
・
講
習
室

内
容　
認
知
症
の
方
へ
の
具
体
的
な

接
し
方
を
学
ぼ
う
！
～
認
知
症
の

人
の
気
持
ち
を
ひ
も
解
く
～

対
象　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
（
過
去
に
養
成
講
座
を
受
け
た
方
）

定
員　
各
回
30
名
（
先
着
順
）

講
師　
認
知
症
上
級
ケ
ア
専
門
士
・

看
護
師　
松
本
恭
子 

氏

持
ち
物　
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

締
め
切
り

　
［
夜
の
部
］
11
月
16
日
（
水
）

　
［
昼
の
部
］
11
月
29
日
（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

い
き
い
き
健
康
課　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
７
５
‐

４
８
１
５
ま
た
は
８
７
８
５
）

い
き
い
き
講
座
自
主
サ
ー
ク
ル

人
と
環
境
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ

環
境
を
考
え
る
音
楽
会

昭
和
町
の
歴
史
講
座

男
性
の
料
理
教
室

親
子
で
楽
し
く
音
楽
あ
そ
び

関
節
リ
ウ
マ
チ
市
民
公
開
講
座

山
梨
大
学
公
開
講
座

「
す
こ
や
か
に
生
き
る
」

甲
府
矯
正
展

文
芸
コ
ー
ナ
ー

不
揃
い
に
稲
穂
の
丈
や
山や

ま

せ背
吹
く

末う
ら
な
り生

の
西
瓜
転
が
る
狭

き
ょ
う

の
畑は

た

雨
宮
あ
や
子

俳
句

猛
暑
中な

か

た
ち
ま
ち
家
建
つ
新
開
地

山
々
に
雲
湧
き
い
で
て
秋
に
入
る

深
沢
モ
ト
子

灯
を
消
し
て
残
暑
の
一ひ

と

ひ日
終
り
け
り

秋
に
入
る
取
り
残
し
た
る
草
の
丈

輿
石
さ
だ
代

繰
り
言
の
ゆ
っ
く
り
聞
く
や
秋
扇

盆
踊
り
一
糸
乱
れ
ぬ
足
さ
ば
き

磯
部　

信
与

山
門
に
自
転
車
止
め
て
秋
彼
岸

天
気
図
が
気
に
な
る
秋
の
行
楽
日

高
野　

久
枝

病わ
く
ら
ば葉

や
ち
り
紙
も
ど
き
両
杖
に

大
ダ
リ
ヤ
将
棋
倒
し
に
夕
豪
雨

小
澤
百
合
子

夕
立
の
途
切
れ
て
久
し
日
焼
茄な

す子

ラ
ケ
ッ
ト
競
技
の
決
勝
熾し

き
れ
つ烈

リ
オ
五
輪

井
口　

康
行

ど
く
だ
み
や
母
亡
き
後
も
咲
い
て
お
り

帰
り
き
て
生
花
投
げ
て
汗
を
拭
く

山
田　

勝
代

昭
和
町
文
化
協
会
各
種
教
室

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
講
座
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児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
早
急

に
解
決
ず
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
で
も
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
児
童
の
虐

待
等
を
疑
わ
せ
る
次
の
よ
う
な
状
況

に
お
気
づ
き
の
方
は
、
ぜ
ひ
相
談
・

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
情
報
は
、守
秘
さ
れ
ま
す
。

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語

　
『
さ
し
の
べ
て　

あ
な
た
の
そ
の

手　
い
ち
は
や
く
』

相
談
・
連
絡
い
た
だ
き
た
い
事
例

◦
こ
ど
も
の
泣
き
声
や
叩
く
音
、
怒

鳴
り
声
な
ど
が
い
つ
も
聞
こ
え
る

◦
小
さ
な
こ
ど
も
を
残
し
て
よ
く
外

出
す
る

◦
こ
ど
も
に
内
出
血
に
よ
る
ア
ザ
や

不
自
然
な
傷
が
み
ら
れ
る

◦
こ
ど
も
の
衣
服
や
身
体
が
い
つ
も

汚
れ
て
い
る

相
談
窓
口　
福
祉
課　
児
童
家
庭
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

　
※
休
日
・
夜
間
も
相
談
可
能
で
す

　
介
護
の
仕
事
で
就
職
希
望
の
方
を

対
象
に
し
た
福
祉
関
係
就
職
相
談
会

「
介
護
就
職
デ
イ
」
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
予
約
不
要
で
す

日
時　
11
月
９
日
（
水
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

　
　
（
受
付　
午
後
１
時
30
分
～
）

場
所　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
（
甲

府
市
丸
の
内
一
丁
目
１
番
17
号
）

持
ち
物　
面
接
希
望
の
方
は
履
歴
書

　
（
参
加
企
業
は
24
社
を
予
定
）

問
い
合
わ
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府

　
　
　
　
（
☎
２
３
２
‐
６
０
６
０
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
が
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
11
月
10
日
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名

受
付
開
始

　
11
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
～

　
（
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他　
◦
相
談
無
料
・
要
予
約

　
◦
予
約
は
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

　
◦
次
回
予
定
は
無
料
法
律
相
談
と

し
て
12
月
15
日
（
木
）

　
◦
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

日
時　
11
月
23
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
※
正
午
か
ら
１
時
間
休
止

場
所　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

　
（
甲
府
市
青
沼
３
丁
目
５
番
44
号
）

相
談
担
当　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、

税
理
士
、
中
小
企
業
診
断
士
ほ
か

県
内
10
の
士
業
団
体

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
中
小
企
業
診
断
士
協
会

　
　
　
　
（
☎
２
２
１
‐
２
３
８
０
）

日
時　
11
月
19
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※
面
接
・
電
話
と
も
４
時
受
付
終
了

面
接
相
談
会
場

　
山
梨
県
弁
護
士
会
館

　
（
甲
府
市
中
央
一
丁
目
８
番
７
号
）

相
談
内
容　
こ
ど
も
や
夫
婦
に
関
す

る
こ
と
な
ら
な
ん
で
も

相
談
担
当　
臨
床
心
理
士
、
弁
護
士

電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
７
２
０
２
）

　
見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

日
時
・
場
所

①
12
月
３
日
（
土
）

　
大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
大
月
市
大
月
町
花
咲
10
）

②
12
月
４
日
（
日
）

　
山
梨
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下
飯

田
二
丁
目
10
番
２
号
）

※
①
②
と
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

締
め
切
り　
12
月
１
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
　
　
　
（
☎
２
２
６
‐
３
３
６
１
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

　9 月は、先月と比較すると全
体の収集量は約 32t 減の 318t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月に比べ 4 ㎏減の 38
㎏ と な り ま し た。 引 き 続 き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 9 月分の医療費は、
約 8,906 万 8 千 円（ 前 年
同月比 9.74% の増）です。
　ジェネリック医薬品は
新薬と同等の効果が期待
でき低価格に設定されて
います。医師等と相談し
積極的に活用しましょう。

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

9月8月7月6月5月4月3月

常永地区押原地区西条地区

37

42

38

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

INFORMATION CORNER  
暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　
明
治
４
年
11
月
20
日
、「
甲
府
県
」

か
ら
「
山
梨
県
」
へ
と
名
称
が
改
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
ち
な
み
毎
年

11
月
20
日
は
「
県
民
の
日
」
で
す
。

今
年
も
記
念
行
事
や
公
共
施
設
の
一

部
無
料
開
放
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
県
民
の
日
記
念
行
事

・
日
時　

11
月
12
日
（
土
）・
13
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

30
分

・
場
所　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　
（
甲
府
市
小
瀬
町
８
４
０
）

・
内
容　

県
内
各
地
の
特
産
品
販

売
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

　
※
昭
和
町
は
12
日
の
み
出
展

◎
町
有
・
県
有
施
設
の
無
料
開
放

・
日
時　
11
月
20
日
（
日
）

・
対
象　

昭
和
町
立
温
水
プ
ー
ル
、

県
立
美
術
館
、
県
立
考
古
博
物

館
ほ
か

問
い
合
わ
せ

　
県
民
の
日
記
念
行
事
実
行
委
員
会

　
　
　
　
（
☎
２
２
３
‐
１
３
５
０
）

　
戦
中
・
戦
後
の
国
民
生
活
に
関
す

る
国
の
博
物
館
「
昭
和
館
」
で
は
、

県
内
初
の
巡
回
特
別
企
画
展
を
山
梨

県
立
図
書
館
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
30
日
（
水
）
～
12
月
８

日
（
木
）
午
前
９
地
30
分
～
午
後

６
時

場
所　
山
梨
県
立
図
書
館

問
い
合
わ
せ　
昭
和
館

　
（
☎
０
３
‐
３
２
２
２
‐
２
５
７
７
）

　
照
明
を
消
し
て
美
し
い
星
空
を
取

り
戻
そ
う
と
呼
び
か
け
る
「
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
や
ま
な
し
」。
今
年
も
県
内

一
斉
に
１
時
間
の
消
灯
に
取
り
組
み

ま
す
。
あ
な
た
も
一
緒
に
照
明
を
消

し
て
、
や
ま
な
し
の
夜
空
を
輝
か
せ

ま
し
ょ
う
。

一
斉
消
灯
日　
11
月
５
日
（
土
）

消
灯
時
間　
午
後
８
時
～
９
時

そ
の
他　
県
内
各
地
で
星
空
を
見
上

げ
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.lightdown-yamanashi.
com

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
や
ま
な
し
実
行
委

員
会
（
☎
２
５
４
‐
８
１
５
９
）

日
時　
11
月
13
日
（
日
）
午
後
１
時

～
５
時
（
相
談
は
要
予
約
）

場
所　
ぴ
ゅ
あ
総
合

　
（
甲
府
市
朝
気
一
丁
目
２
番
２
号
）

内
容　
資
産
運
用
等
お
金
に
つ
い
て

の
講
演
お
よ
び
無
料
相
談
会

問
い
合
わ
せ　
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
山
梨

支
部
（
☎
２
３
６
‐
５
７
７
０
）

募
集
職
種

◦
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

◦
温
水
プ
ー
ル
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
※
必
要
資
格
、
勤
務
条
件
等
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

募
集
人
員　
各
若
干
名

採
用
期
間　
12
月
１
日
か
ら
６
カ
月

ま
た
は
１
年
間
（
職
種
に
よ
る
）

　
※
人
事
評
価
に
よ
り
延
長
あ
り

応
募
条
件　
平
成
28
年
12
月
１
日
現

在
で
62
歳
以
下
の
方

選
考
方
法　
書
類
審
査
、
面
接

応
募
方
法　
総
務
課
窓
口
へ
履
歴
書

（
写
真
付
）
を
持
参

募
集
期
間

　
11
月
４
日
（
金
）
～
15
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
総
務
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
で
す
。「
労
働
保
険
」
は
雇
用

保
険
と
労
災
保
険
の
総
称
で
す
。
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業

主
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
労
働

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
労
働
保
険
に
未
加

入
の
事
業
主
は
、
お
早
目
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
（
☎
２
３
２
‐
６
０
６
０
）

防災一口メモ　ちょっと怖い話ですが・・・
　今後 30 年間で発生する確率が 88％
といわれる東海地震。昭和町でも震度
６弱以上の揺れが想定されます。震度
６は建物が崩壊する震度です。町内
のすべての建物やブロック塀は、耐震
工事や補強などの対策が必要です。
　また東海地震では、太平洋側に大き
な津波被害が予想されるため、初期
の公的救援は、県外のより甚大な被

災地にばかり集中すると予想できます。
昭和町は、被災後しばらく経たなけれ
ば、公助の支援が届かない可能性を
覚悟しなければなりません。公的な支
援が届くまでは、自助や共助が生活の
要です。ご家庭で備蓄や建物補強な
どの自助をしっかりしていくことが必要
です。いつ来るか分からない災害、「公
助に頼らない備え」が大切です。

女性防災ネット昭和

町
の
臨
時
・
嘱
託
職
員
募
集

「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
や
ま
な
し
」

消
灯
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
で
す

「
県
民
の
日
」
記
念
行
事
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

福
祉
関
係
就
職
相
談
会

子
ど
も
・
夫
婦
な
ん
で
も
無
料

相
談
会

10
士
業
に
よ
る

無
料
な
ん
で
も
合
同
相
談
会

冬
の
Ｅ
Ｙ
Ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
現
在
一

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
13
名
の
団
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
『
全
力
練
習
！！
』
を
合
言
葉
に
仲
間
達
と
切
磋
琢
磨
し
、
日
々
の

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
学
年
関
係
な
く
仲
が
良
く
元
気
な
チ
ー

ム
で
す
。
見
学
や
体
験
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練習時間
　水・木曜日　午後 6 時 30 分～ 8 時 30 分
　土　曜　日　午後 4 時 30 分～ 7 時 30 分
練習場所
　押原小学校　体育館

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

労
働
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

も
っ
と
知
り
た
い
！

戦
中
・
戦
後
の
く
ら
し

Ｆ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
山
梨
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◦チャイルドシート貸与事業◦
利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子供の保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

あ

と

が

き

　
秋
と
言
え
ば
運
動
会
や
お
祭
り
で
す
が
、

今
年
は
例
年
に
な
く
雨
が
多
く
、
気
を
も
ま

れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
月
の
表
紙
は
、
そ
ん
な
貴
重
な
秋
晴

れ
の
日
に
開
か
れ
た
押
原
中
学
校
若
麦
祭
の

３
年
生
綱
引
き
で
す
。

　
一
見
、
普
通
の
綱
引
き
で
す
が
、
実
は
綱

引
き
と
リ
レ
ー
の
複
合
種
目
で
す
。
女
子
は

綱
引
き
、
男
子
は
全
員
で
リ
レ
ー
の
ス
タ
ー

ト
位
置
に
着
き
、
号
砲
と
と
も
に
綱
引
き
と

一
斉
ダ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
り
ま
す
。
い
ち
早
く

ト
ラ
ッ
ク
を
駆
け
抜
け
た
男
子
生
徒
が
、
綱

引
き
の
先
頭
に
た
ど
り
着
く
と
、
形
勢
は
一

気
に
逆
転
。「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
!!
今
い
く
ぞ
」
の
種

目
名
を
聞
く
と
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
。
嬉
々

と
し
た
表
情
が
印
象
的
な
綱
引
き
で
し
た
。

発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

http://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式

ツ
イ

ッ
タ

ー
　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

んなの広場み

 の 食推から町 ～『食』を通じて人を『育』む～

◆ 作り方
①うるち米、もち米、Ａを一緒に炊きます。
②ごぼうはささがきに、にんじんは千切り、さやえん

どうはスジを取ります。
③さやえんどうを湯がき、斜め切りにします。また、油

揚げを短冊に切り、湯をかけて油抜きをします。
④鍋に油を熱し、しょうがを入れて香りを出し、鶏肉、

②、ほぐしたしめじ、③の順に炒めます。
⑤④にＢを入れ、一煮立ちしたら醤油を加えて汁気を

煮詰め、仕上げにみりんを入れて照りを出します。
⑥①に⑤、1/4に切った栗、さやえんどうを混ぜたら

できあがり。

秋の彩りごはん

食生活改善推進員会  事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

　今月から食育活動を行っている仲間と一緒に、
このコーナーを作っていきます。食推だけでな
く、さまざまな食育に関する団体や活動を町民の
皆様にご紹介し、生活の場面で食育に取り組んで
いただけるよう情報を発信していきます。
　さて今回は学校給食です。給食では、旬のもの
や地域の食材を使っています。季節を感じ生産者
に感謝の気持ちを持てるメニューとし、食事をよ
り楽しいものにできるよう取り組んでいます。現
代は子どもも大人も忙しく、食事を簡単に済ませ
がちですが、ご家庭でもゆっくり家族揃って食事
をする時間を作り、季節や感謝の気持ちを感じる
「食育」の時間を過ごせると良いですね。

今回は“学校給食”から

食生活改善推進員会  事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 材料（6 人分）
＊うるち米………… 1 合
＊もち米…………… 2 合
＊鶏肉こま切れ……50g
　＊酒………… 大さじ 1
　＊醤油……… 小さじ 1
　＊塩………………少々
　＊水………… 480ml
＊油… 小さじ 1 と 1/2
＊しょうが……1/2 欠片
＊ごぼう……………90g

＊にんじん…………50g
＊しめじ……………40g
＊さやえんどう……30g
＊油揚げ…………1/2 枚
　＊砂糖……… 大さじ 2
　＊酒………… 小さじ 1
　＊水…………… 20ml
＊醤油………… 大さじ 2
＊みりん……… 大さじ 1
＊ゆで栗……………80g

～ 今月は「昭和町給食センター」からのレシピです ～

Ａ Ｂ

みんなの食育

わが家の“アイドル”

妹思いの優しい長女。元気いっぱいの
次女。みんなのアイドル三女。毎日 
ニコニコで過ごしていこうね（^o^）

窪田 凜
り と

音ちゃん・珠
し ゅ は

葉ちゃん・希
の の は

乃葉ちゃん

我が家の息子も生後半年を過ぎて、表情
豊かに動き回るようになりました。パパ
との遊びが大好き！成長が楽しみです。

海野 喜
き い ち

一くん

み
ん
な
の
広
場

平成 28 年 2 月 17 日生（0 歳 8 カ月・男の子）
（父）祐介さん（母）厚美さん（押越）

平成 23 年 3 月11日生・25 年 4 月9日生・28 年 5 月13日生（0 歳・女）
（父）正行さん（母）泰葉さん（西条一区）
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